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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

外
地
か
ら
引
揚
げ
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遺
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族
に
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る
質
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主
意
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一 

 



 

引
き
揚
げ
て
き
た
斎
藤
氏
は
、
戸
籍
が
な
い
の
で
、
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
に
栄
氏
を
含
め
、
一
家
十
一
人

の
就
籍
願(

新
し
く
戸
籍
を
作
る
手
続)
を
出
し
、
二
十
七
年
七
月
に
許
可
と
な
つ
た
。 

そ
こ
で
、
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
で
は
「
公
報
に
よ
れ
ば
栄
氏
は
二
十
三
年
に
死
亡
し
て
い
る
か
ら
、
二
十

七
年
許
可
に
な
つ
た
就
籍
は
無
効
で
あ
る
。
よ
つ
て
、
栄
氏
の
戸
籍
は
抹
消
す
る
」
と
の
決
定
を
二
月
二
日
に
行

つ
た
。 

東
京
都
南
多
摩
郡
稲
城
村
字
大
丸
六
百
三
十
稲
城
寮
の
斎
藤
留
太
郎
氏
一
家
は
、
終
戦
ま
で
樺
太
名
好
郡
名
好

町
北
四
条
四
―
十
六
で
製
材
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
二
月
に
長
男
栄
氏(

当
時
二
十
二
才)

は
現
地
で

入
営
し
、
す
ぐ
敗
戦
と
な
り
、
引
揚
げ
て
き
た
と
こ
ろ
、
栄
氏
の
消
息
は
ま
つ
た
く
と
絶
し
た
。 

、

と
こ
ろ
が
、
昨
年
十
一
月
に
な
つ
て
、
栄
さ
ん
は
二
十
三
年
二
月
ソ
連
で
戦
病
死
し
た
と
の
公
報
が
入
つ
た
。 

二
月
末
、
斎
藤
氏
は
栄
氏
の
遺
骨
を
引
き
取
り
、
三
月
は
じ
め
弔
慰
金
、
扶
助
料
の
下
附
を
申
請
し
た
が
、
戸 

外
地
か
ら
引
揚
げ
た
遺
家
族
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
籍
に
栄
氏
の
名
が
な
い
た
め
、
親
子
で
あ
つ
た
証
拠
を
添
え
な
け
れ
ば
金
は
渡
せ
な
い
と
て
、
書
類
が
逆
送
さ
れ

て
き
て
、
い
ま
だ
結
末
は
つ
い
て
い
な
い
。
ま
こ
と
に
お
気
の
毒
で
あ
る
。 

な
ん
ら
か
の
方
法
で
、
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
厚
意
あ
る
扱
い
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


